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1. はじめに

沖縄県石垣島には、 「津波石 J と呼ばれる岩塊が多数存在する. これらは、 1771 年

〈明和 8 年)の地震に起因する「明和津波 J により被害を受けた地区に散多く分布し

ていることから、 「明和の樺波石」と呼ばれている. ところが近年この「津波石 J を

巡って、 梅中より打ち上げられた岩塊とする、 古文書を基にした、 地元鹿史研究者と

その相当部分が茸石等の転石か、 または「明和樺波」以前の津波によるものもあろう

とする科学者間で論争が生じている.

「津波石 J と呼ばれるこれら岩塊についての絶対年代の制定は、 散点の試料につい

て行なわれているにすぎない. 従って、 より多くの試料についての年代謝定を行なう

ことにより、 これら「樺波石」と「明和津波 J の関係について、 より明確な判断が可

能であろうと思われる.

本研究では、 名古屋大学に設置されたタンデム型加速器を用いた質量分析計による

C -14 樹定器(タンデトロン)を用いて、 「津波石 J に付着した化石珊瑚や化石貝等に

ついて年代制定を行ない、 それが明和の大津波によって打ち上げられたものであるか

どうかにつ、いて論じたい.

2. 試料および前迅理

試料は沖縄県石垣島に点在する岩塊に付着した化石珊瑚や化石員を採取した. 以下

に採取地の名称を記す.

試料番号 探取地 拭料名(科名〉 Calcite(~) 

N 0 • 1 石垣市大浜海岸(1) (Faviidal) 。

N 0 • 2 石垣市大浜梅津 (2 ) (Faviidal) 7.7 

N 0 • 3 石垣市大浜海岸 (3 ) (Poritidal Porites sp.) 11.4 

No.4 石垣市大浜 41 番地石垣氏宅 (Faviidal) 。

No.5 石垣市大浜崎原公園 (faviidal) 。

No.6 石垣市伊野田二班畑内 (Poritidal Porites sp.) 。

N 0 • 7 石垣市伊野田グリーン帯付近 (Faviidal) 。

No.8 石垣市伊野田山の手 (Faviidal) 。

No.9 石垣市桃里 201 番地 (Faviidal) 。

N 0 • 10 石垣市白保小学校裏 (Faviidal) 。

N 0 • 1 1 石垣市破辺〈韓辺給油所付近) (Faviidal) 。
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試料番号 接取地 試料名(科名〉 Calcite(%) 

N c, . 12 石垣市伊野田二班 (Chama dunkeri LISCHKE) 。

N CI • 13 石垣市量野蟻 138 番地 (faviidal) 100 

N c, . 14 石垣市平久保崎 H -1 -1 (L i mestone) 100 

N (1. 15 石垣市平久保崎トト 2 (Lillestone) 100 

N 0 • 16 石垣市平久保崎 H -2 (Limestone) 100 

N c> . 17 石垣市平久保崎 H -3 (Li 目lestone) 100 

N 0 • 18 石垣市平久保崎 H -4 (Limestone) 100 

試料は育機物等を除去するために表面部分を削り取り、 租〈粉砕後超音波涜浄棋で

洗浄後、 1 10. C で十分に乾燥し、 60 周 esh に粉砕する. その約 1 g を真空中で 450 ・ c

で 2 時間加熱して有機物の除去を行なう. 次に、 真空中で conc.H3P04 と試料を反応

させて CO'2ガスを発生させ、 -100 ・ C に冷却したアルコールと液体重欝を用いて C02 ガ

スを靖製する. 次に、 アルコールと液体窒棄を用いて C02 ガスを輔製する. 輔製した

ガスは、 削り状門 g 金属と 950 ・ C で 2 時間加熱することにより非結晶貿炭寵に還元す

る。 還元された非結晶賞炭事中に含まれる未反応の門g 及び門 gO は、 6 N-HCI で槽解

除去する。 洗浄後、 乾操した非晶賀炭鷲と銀粉を原子比で 1 : 1. 5 の割合で混合し、ベ

レット状〈直範 3 11 周〉にプレス成型する.

3. 測定および結果

名古屋大学に段置されたタンデム型加速器を用いた質量分析計による C -14 測定器

〈タンデトロン)を用いて湖定を行なった。 測定結果を下記の衷に示す.

試料番号 採取地 I 4 C 年代 (y.B.P.)

N 0 • 1 石垣市大浜海岸(1) 1830 :t 130 

No.2 石垣市大浜海岸 (2) 2520 土 240 

N 0 • 3 石垣市大浜梅津 (3 ) 1800 :t 200 

No.4 石垣市大浜 4 1 番地石垣氏宅 1620 土 90 

No.5 石垣市大浜崎原公園 2570 土 110 

2410 土 90 

No.6 石垣市伊野田二班畑内 1310 土 140 

1490 土 130 

No.7 石垣市伊野田グリーン帯付近 3250 土 130 

N 0 • 8 石垣市伊野田山の手 3130 土 130 

3030 土 100 

N 0 • 9 石垣市桃里 201 番地 3090 :t 130 

N 0 • 10 石垣市自慢小学校裏 2060 :t 1 1 0 

2270 :t 130 

N 0 • 11 石垣市醸辺〈破辺給油所付近〉 3710 土 90 

N 0 • 12 石垣市伊野田ニ班 490 土 90 

N 0 • 13 石垣市豊野舗 138 番地 22600 土 350 

N 0 • 14 石垣市平久慢崎トト 1 26700 :t 340 
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試料番号 録取地 ¥ 、

I 4 C 年代 (y.B.P.)

N o. 15 石垣市平久保崎 H -ト 2 22360 企 290 

N 0 • 16 石垣市平久保崎ト 2 24260 :t 260 

N 0 • 11 石垣市平久保崎 H -3 25110 :t 210 

N o. 18 石垣市平久保崎 H ・ 4 21010 :t 340 

4. 考察

牧野 (1981) によって「津波石 J として分期されているものはほとんどが明和 8 年に

毘来した、 いわゆる「明和の津波 J によって揚陸されたものとしている. その後、C -14 

年代や 10 年代値の検討や地質学的、 地形学的な検討等から、 それら「津波石 J には

内陸部の高い所の石灰岩が転石によってもたらされたものもあり、 また一部隆起性の

確住石灰岩も含まれていること等が指摘されてきた.

「津波石 J が上述の転石であるかどうかの判定はまず、 その分布が地域が琉球石灰

岩の分布地場と重なり合うかどうかを観察し、 その岩賞、 岩相および地形的特質を考

慮する必要があろう. 特に、 問題の岩塊にアラゴナイト質の炭酸塩性化石が観察され、

かっその年代が数千年以下を示す場合は同岩塊は近傍の琉球石灰岩とは異なり、 異地

位の岩塊で「津波石 J である可能性は非常に高い. また、 隆起性の磁性石灰岩である

かどうかは、 近傍の数千年来の平均海水準面の後迅速度と「津波石 J 分布位置との調

和的な符合を検討すれがよい. 過去の海水準面の後退速度については目崎ほか (1911)~

Konishi and 門 atsuda(1980) 、河名(1 981) 、古川(1 916) 、河名(1 981) 等によって倹討さ

れ、 過去数千年間の海水準面は現在より最高で約 2m程高かったとしている.

加藤と木村 (1983) は、 宮良湾内にある確性石灰岩塊から 210 土 15 y.B.P. を得、 加麗

(1981) は同じ岩塊の本体部分から 2 ， 900 :t 80 y.B.P. の年代値を得た. 前者は八重山地

震津波(明和の大津波〉の襲来年代に相当し、 後者はその岩塊本体の年代で、 同津波

による暢陸時には既に測定年代相応の年代が経過していたものであるとし、 自保北西

地域の標高 20 聞と 25・に位置している岩塊の年代もそれぞれ、 2 ， 510 土 80y.B.P 、 1 , 810 

:t 80y.B.P と古い年代を与えるにもかかわらず、 すべて八重山地震樺波によって楊睦さ

れものと結論し、 同津波の遡上高を推定している. そのことから、 過去 3 ， 000- 200年

の問には津波は起こらなかったと推定した.

また河名と中田( 1988 、印刷中〉は白保北方の標高 2011 の地域で 2 ， 520 土 90 y.B.P と

玉取崎の標高 51 の地域で 2 ， 040 :t 80y.B.P を得た。 大浜区の崎原公圏内にある「津波大石

J については O 岡 oto(1919) がし 800 :t 100 y.B.P 、河名ら (1981) が 3 ， 480+80/ ・ 10y.B.P

を得ているが試料の性質から前者が下限値を与え、 後者はもう少し若い年代を与える

ことを推定している.

今回測定した試料で、 「樟波大石」 、白保北西、 伊野田の各試料で 2 ， 000- 3 , 000 

y . B. P の年代の範囲に入り、 そのすべてが木村と加藤 (1983) や加藤(1 981) が

結論した八重山地震津波で揚陸されたとするには多少問題がのこる. 数千年前の岩塊

本体にアラゴナイト質の珊瑚化石が保存雄持されているなら、 それら岩塊の一部に明

和年代に対応する年代のアラゴナイト質珊瑚化石が混在している岩塊群がもっと確認

されてしかるべきと考えられるが、 現時点では木村や加麗らの報告した 1 点の試料と
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ヨド輔の伊野田の 1 点の試料があるに過ぎない. これら「樺波石」は明書らかに r 明和

の津波石 J と考えられるが、 上述の 2 ， 000- 3 ， 000の年代範囲に集中している比般的古

い岩塊群の年代値は、 むしろ「明和滞漉 J以前の大混槙津波、 例えは河名と中国( 1988 、

印刷中〉の提唱する"沖縄先島津波"等によって暢睦されたとする院を強〈支持してい

る. 従って、 今後これら年代の比般的古い「津波石 J の岩塊中に明和年聞の年代(-

200年〉の化石試料の混在が陣認されない隈り、 「明和の津波石 J と呼称するのは適当

ではない。 しかし、 "沖縄先島樺波"聾来の可能性やその時期等については今後も継

続的な調査と他の先島諸島における調査比較の検討が重要であろう.
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